
「社会福祉協議会」は、みなさんの参加とささえあいで
福祉のまちづくりをすすめる民間の福祉団体です
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寒川町に子ども食堂が
増えてきました。

直近では４ケ所で
開催されています。

地域の皆さんの運営で、
子どもも大人も

笑顔になれる場所♪

さむかわま
ちのこどもしょくどう♪



子ども食堂　

10
月
28
日（
木
）か
ら
7
回
に
わ

た
り
開
催
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

び
あ
い
講
座
。
初
め
て
、
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
同
時
開
催
で

行
い
、
25
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
学
び
あ
い
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
体
験
談
や
具
体
的

な
活
動
内
容
の
紹
介
、
心
の
病

や
認
知
症
の
こ
と
、
施
設
・
相
談

支
援
に
つ
い
て
、
障
が
い
の
あ
る

方
の
お
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　

受
講
者
か
ら
は「
自
分
が
知
ら

な
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
と
感
じ

た
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
で
き
た

こ
と
が
良
か
っ
た
」「
障
が
い
者
の

皆
さ
ん
の
お
話
が
印
象
的
だ
っ
た
」

な
ど
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

受
講
で
き
な
か
っ
た
方
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
相
談
、
登
録
は

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

11
月
28
日（
日
）ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
の
も
と
、
障
が
い
児・

者
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
毎
年
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
な
声
で
喜
ぶ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
楽

し
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。
次
回
は
春
に
開
催
の

予
定
で
す
。

障
が
い
児
者
サ
ロ
ン

麦笛の会による音訳活動の実演

質疑応答では多くの質問がありました 体験談はまだ話し足りないようです

　「子ども食堂」という言葉はここ数年よく聞かれるようになりました。福祉のことはよく分から
ないけれど、子ども食堂なら協力してみたいという方も多いようです。
　子ども食堂は今、多世代の交流の場として広がりを見せています。貧困や孤食の状況にある
子どものための場所と思われがちですが、地域の居場所、交流拠点として大きな賑わいを生み
出す場所となり、皆さんが楽しく活動されています。
　そうした思いを実際に活動にしていくには、多くの越えるべき課題があります。メンバー集め、
目的の共有、役割分担、会場確保に資金問題、地域内での理解など、今日明日にでも始めら
れるような内容ではありません。「楽しく、継続」するためにはそれなりの準備が必要です。
　町社協では令和 3 年の夏に、一之宮地域において、子ども
食堂のご相談があり、じっくりと時間をかけて、町社協も協力
して立ち上げ準備をしていきました。地域の方が主体となれる
よう、支援を行い、令和3 年11月より「子ども食堂＃ひろば」を
一之宮公園集会所にて無事スタートさせることができました。
　どう始めたらいいのか分からない、どこでやっているのか
分からない、そんな時はぜひ町社協にご連絡ください。（連
絡先は 1 面）

子ども食堂は「地域の居場所」

たくさんのご参加ありがとうございます

ボランティア学びあい講座が終了しました 特集！

寒川町の子ども食堂 食堂形式やお弁当配布など、運営にあたる地域の皆さんは、
コロナ対策と創意工夫で、子どもたちを迎えてくださっています。

子ども食堂えんがわ
対　象：	南小学校エリアくらいの「子ども」
	 子どもの付き添いの大人
開催日：	毎月第３土曜日
時　間：	午前１１時３０分～午後１時３０分※
場　所：	寒川町中瀬２４–２１
	 （県道４５号、下里自動車近く）
お　金：	子ども０円、おとな３００円
申込み：	不要。食事数に限りがあります。
連絡先：	吉田さん　０８０–９４６４–０２８５
※コロナが落ち着いたら時間を延長します。

子ども食堂＃ひろば
対　象：	一之宮北自治会エリア及びその付近の
	 子どもの付き添いの大人「子ども」、「高齢者」
開催日：	毎月第２土曜日
時　間：	午前１１時～午後2時
場　所：	一之宮公園集会所
お　金：	こども1００円、おとな３００円、幼児は無料
申込み：	不要。食事数に限りがあります。
連絡先：	金子さん　０9０–3908–5385

倉見こども食堂クラミスマイル
対　象：	子ども〜大人
開催日：	毎月第4土曜日
時　間：	正午～午後2時
場　所：	倉見地域集会所（キリンビバレッジ隣）
お　金：	小学生以下は無料、中高生１００円、
	 大人５００円
申込み：	可能であればメールで予約を
	 kurami.smile@gmail.com
連絡先：	小川さん　上記メールアドレス

　

寒
川
町
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が

発
生
し
た
際
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
住
民
の
皆

さ
ま
の
生
活
の
復
旧
・
復
興
を
１
日

で
も
早
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
町
社
協
・
さ

む
か
わ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｎ
）・
町
役
場
の
共

同
で
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
て
、
毎
年
、
寒
川
町
総
合
防
災

訓
練（
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
）

の
会
場
で
、「
寒
川
町
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
看
板
を
掲
げ
、

運
営
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　（
参
考
）近
年
、
多
発
す
る
大
規
模
災
害

時
に
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
担
い
手
は
、
主
に
被
災
地
の

社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。
社
会
福
祉
協
議

会
は
全
国
す
べ
て
の
市
区
町
村
に
設
置
さ

れ
て
い
る
広
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る

の
で
、
被
災
エ
リ
ア
が
広
域
の
場
合
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
で
他
地
域
か
ら
応
援

に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
の

台
風
19
号
の
際
は
、
寒
川
町
社
協
も
相
模

原
市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

応
援
に
入
り
ま
し
た
。

もっと身近に
町社協

(*^-^*)
寒
川
町
災
害

ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー

第
2
回

小谷こどもカフェ
対　象：	小谷小学校の「子ども」
開催日：	毎月第２、第４土曜日
時　間：	午前１１時３０分～　お弁当を配布
場　所：	小谷地域集会所
お　金：	100円
申込み：	事前に予約が必要 →
	 右のQRコードから

第172号

社　協

第172号

社　協
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成
年
後
見
講
座
を開催

し
ま
し
た

理
事
会
の
審
議
結
果

○	

社
会
福
祉
功
労
者
の
顕
彰
に
つ
い
て

○	

年
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配
分
に
つ
い
て

○	

第
38
回
福
祉
大
会
に
つ
い
て

○	

賛
助
会
員
に
つ
い
て

開
催
日	

理
事
会
　
令
和
3
年
10
月
18
日

※
以
上
、
審
議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
よ
り
、
町
社
協

へ
金
品
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

金
員	

合
計
3
6
7,
9
3
2
円

物
品	

手
作
り
マ
ス
ク
、マ
ス
ク
、

	

お
米
、タ
オ
ル

個
人	

髙
橋
ケ
イ

	

橋
本
悦
子

	

内
海
富
士
雄

	

匿
名
２
名

団
体	

寒
川
キ
リ
ス
ト
教
会

	

寒
川
町
婦
人
会

	

安
楽
寺
春
・
秋
彼
岸
会
参
加
者
一
同

	

安
楽
寺
写
経
と
勤
行
の
会

	

越
ノ
山
囲
碁
同
好
会

	

湘
南
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

	

～
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
～

 　

町
社
協
で
は
、
毎
年
、
成
年
後
見
制

度
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、「
人
生
の
最
期
に
必
要
な
事

務
手
続
き
に
つ
い
て
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
渡
辺
和
也
氏
に
ご
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

成
年
後
見
制
度
を
中
心
に
、
遺
言
や

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
、
死
後
事
務
委

任
や
民
事
信
託
な
ど
、
備
え
て
お
く
べ

き
諸
々
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
初
心
者

に
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
ご
説
明
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
で
も
あ
っ
た
た
め
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

で
行
い
ま
し
た
。

住
民
や
福
祉
事
業

所
職
員
等
の
皆
さ

ま
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
少
し
ず

つ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
が
可
能
な
方

が
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

たくさんの
＊ご寄附、ありがとう＊

ございます

1	

表
彰

◇	

社
会
福
祉
功
労
者

　

池
田
征
子
、
金
子
明
、
森
下
明
美
、
鈴
木
弘
子
、

	

梅
澤
久
美
子
、
山
村
玉
惠
、
天
尾
隆
子
、

	

鈴
木
一
實
、
徳
澤
順
子
、
坂
政
夫
、
江
畠
新
吉
、

	

平
杉
吉
惠
、
松
井
博
之
、
横
山
肇

2	

感
謝

◇	

多
額
寄
附
者

　

安
楽
寺
春
・
秋
彼
岸
会
参
加
者
一
同
、
安
楽
寺

写
経
と
勤
行
の
会
参
加
者
一
同
、
寒
川
キ
リ
ス

ト
教
会
、
河
西
工
業
福
祉
協
議
会
、
渡
部
朋
子

3	

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
・
感
謝（
伝
達
）

	

池
田
征
子
、
梅
澤
久
美
子
、
金
子
明
、

	

鈴
木
弘
子
、森
下
明
美
、山
村
玉
惠
、小
熊
知
栄
、

	

山
田
勝
幸
、
鈴
木
純
、
祖
父
江
ま
ゆ
み
、

	

田
中
秀
昭
、
中
根
守
、
和
田
山
良
子
、

	

吉
村
美
栄
子
、
小
林
由
紀
、
丸
山
久
美
子
、

	

向
山
み
ゆ
き
、
井
下
田
愛
美
、
加
藤
美
加
子

4	

神
奈
川
県
知
事
表
彰共同

募
金
運
動
功
労
者（
伝
達
）

　

 

竹
田
智
一
、
斉
藤
正
信

5	

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
伝
達
）

　

 

金
子
巌

6	

福
祉
作
文
優
秀
作
品

◇	

小
学
生
の
部

　

 

二
階
実
、
鎌
田
雛
妃
、

	

松
尾
航
太
、
甲
斐
乃
愛
、

	

丸
山
理
玖
、
小
島
由
楽
、

	

田
巻
直
太
郎
、

	

田
巻
康
士
郎
、

	

及
川
千
明
、

	

菊
地
恵
里
花

◇	

中
学
生
の
部

　

 

佐
々
木
優
里
、

	

永
野
咲
智
、
三
浦
一
太
、

	

岡
村
彩
乃
、
小
柳
隼
翔
、

	

星
虹
太
、
桑
原
世
成
、

	

杉
村
美
光
、

	

瀧
澤
芽
衣
理
、

	

谷
内
優
那

　

昨
年
12
月
11
日
㈯
に
福
祉
大
会
を
町
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
前
回
同
様
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

参
加
者
を
受
賞
者
並
び
に
本
会
役
職
員
に
限
定
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら
地
域
福
祉
活

動
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
本
会
か
ら
感
謝
を
伝

え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、2
年
ぶ
り
に
優
秀
作
文
の
発
表
も
行
い
、子

ど
も
た
ち
の
作
文
に
会
場
は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
38
回
寒
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
大
会

新

年

の

ご

挨

拶

　

謹
ん
で
新
春
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
は
新
た
な
変
異
株
に
よ
る
感
染
拡

大
で
第
六
波
が
来
る
の
か
不
安
な
が
ら
も
、
社
会

家
族
の
安
寧
を
願
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
ご

推
察
い
た
し
ま
す
。
昨
秋
に
は
感
染
者
も
か
な
り

落
ち
着
き
、
社
会
活
動
も
少
し
ず
つ
活
気
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
寒
川
町
社
協
も
年
度
当
初

は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
間
に
も
生
活
困
窮
者
や
社
会
の
弱

者
の
方
へ
の
支
援
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
求
め
ら
れ
る

事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
強
化
等
新
た
な
ニ
ー
ズ

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
壬み

ず
の
え

寅と
ら

は
「
新
し
く
立
ち
上
が
る
こ

と
」「
成
長
す
る
」「
始
ま
り
」
の
意
味
が
あ
り
大

変
縁
起
の
良
い
年
で
あ
る
よ
う
で
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

寒
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
髙
橋
　
伸
隆

令和3年9月14日〜
令和3年12月14日

11
月
27
日
（
土
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

社
会
福
祉
功
労
者
の
表
彰
・
感
謝

　

町
社
協
の
役
員
を
構
成
す
る
団
体
の
1

つ
に
、「
寒
川
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
各
地
区
に
民
生
委
員
児
童
委
員

（
以
下
、
民
生
委
員
）が
65
名
、
小
学
校
区

に
1
名
の
主
任
児
童
委
員
5
名
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
身
近
な
相
談
窓
口
で
、
地

域
福
祉
を
支
え
る
大
切
な
存
在
で
す
。
地

域
住
民
の
ひ
と
り
と
し
て
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
世
帯
、
福
祉
制
度
を
利
用
し
て
い

る
世
帯
を
自
然
な
見
守
り
で
気
に
か
け
て

下
さ
っ
て
い
ま
す
。
何
か
相
談
を
受
け
れ

ば
、
そ
の
先
の
窓
口
へ
つ
な
い
で
く
れ
ま

す
。

　

町
社
協
の
事
業
に
お
い
て
は
、
緊
急
援

護
資
金
や
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
で
借
入

世
帯
の
見
守
り
や
、
住
民
か
ら
の
相
談
を

町
社
協
に
つ
な
い
で
下
さ
っ
た
り
、
地
域

住
民
の
交
流
の
場
（
サ
ロ
ン
、
通
い
の
場
）

に
ご
協
力
下
さ
っ
た
り
と
、
民
生
委
員
と

町
社
協
は
常
に
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
を
町
社
協
と
と
も
に
推
し
進

め
て
下
さ
る
民
生
委
員
。
ご
自
分
の
地
域

の
民
生
委
員
は
、寒
川
町
役
場・福
祉
課
（
電

話
７
４
-
１
１
１
１
（
代
表
））へ
お
問
合

せ
下
さ
い
。

町
社
協
は
協
議
会

多
様
な
視
点
で 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
寒
川
町
民
生
委
員

　
　
　
児
童
委
員
協
議
会

第２回
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ご参加ください　ご利用ください
催し物・相談等のご案内です

～紙面に掲載したイベント等は、新型コロナウイルスの影響により、中止や延期となる場合があります～

　「成年後見の申し立てって何からやればいい
の？」「障がいの子どもの親亡きあと」「認知症
の家族が心配…」など。
対　象：	どなたでも
場　所： 町健康管理センター
申込み：	前日までに町社協へ要予約
	 1 月7 日（金）、2 月 4 日（金）
	 3 月 4 日（金）、4 月1日（金）
	 いずれも午後1時～3時、1人1時間まで

成年後見相談 ～専門家が応対します～

対　象：	近隣の方、どなたでも
場　所：	ふれあいの家こすもす（岡田7－3－3）
参加費：	1人 100円
内　容：おしゃべりしましょう。
申込み：	当日の午前中までに、地域包括支援
	 センターへお電話ください。
開催日：	すべて時間は、午後2時～3時30分
	 1月28日（金）、2月25日（金）、
	 3月25日（金）、4月22日（金）

～認知症の理解を深めるために～
こすもすカフェ

連絡先の記載が無い場合は、町社協へ　☎︎０４６７（７４）７６２１　平日 午前8時30分〜午後5時15分

　誰に話せばいいのか分からない。一人で
抱えて苦しい。町社協にお話を聞かせてくだ
さい。
対　象：	どなたでも
時　間：	平日　午前9時～午後5時
※まずはお電話ください。訪問等も可能です。

心配ごと相談 ～町社協職員が応対します～

ご参加ください
ご自身の健康維持や地域での活躍を応援！
シニアげんきポイント事業説明会

　町内の介護施設でお手伝いをしてみません
か。活動に応じ、町共通商品券に交換できる
ポイントがもらえます。活動をするには、説明会
への参加、登録が必要です（ご都合が悪い
方は個別の対応も可能ですのでお問い合わせ
ください）。
日時・場所：
 • 3月2日（水）
　午前10時～11時　南部文化福祉会館
　午後 2 時～ 3 時　北部文化福祉会館
 • 3月3日（木）
　午前10時～11時　町健康管理センター
対　象：	町内在住の要支援・要介護認定を
	 受けていない 65 歳以上の方
持ち物：	筆記用具
申込み：	2月25日（金）までに右記
	 のＱＲコードから、または
	 ボランティアセンターへ電話

対　象：	町内在住の2、3歳のお子さんと保護者
場　所：	町健康管理センター
申込み：	開催月の1ヶ月前の1日（休みの場合
	 は翌営業日）9 時より受付。定員にな
	 り次第締め切り。町社協ボランティア
	 センターへ（連絡先8面）
参加費：	対象児 1人につき100円
※時間は午前中です。申込み時にご案内します。
　1月19日（水）お正月あそび
　2月16日（水）ひな飾りづくり
　3月16日（水）思い出作品づくり・修了式
※4月以降の予定については
　ホームページをご覧ください。

子育てサロン

LINE
申込み可

介護のプロへの第１歩

令和３年度介護に関する入門的研修

受講者募集!!

全日程修了者には県知事名入りの
修了証が交付されます

参加費無料 未経験者向け 就職相談可

地域の事業所で活躍する現場のプロから、介護に関する
基本的な知識や技術を学べます。 介護の仕事に興味のある方、

就職を考えている方におすすめの講座です。

対　　象：	介護の仕事未経験 · 未就労の方、
	 介護の資格未取得の方 など
定　　員：	２０名
日　　程：	令和４年１月３１日(月)、２月１日(火)、
	 ７日(月)、8日(火)
	 ４日間(23 時間)裏面をご覧ください。
会　　場：	寒川町健康管理センター
申込期間：	令和４年１月４日(火)～２０日(木)必着

実施主体：神奈川県　　運営主体：社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
実　　施：社会福祉法人寒川町社会福祉協議会

申し込み ·お問い合わせ

寒川町社会福祉協議会
　電　話 0467-74-7621　　FAX 0467-74-5552
　メール shakyo@t-samukawa.or.jp
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　介護保険をはじめとする高齢者に関する相
談に、地域包括支援センター職員が応じます。
お近くの方、気軽にご相談ください。
日　時：	毎週木曜日　午前10時～ 12時
　　　　（年末年始、祝日、北部文化福祉会館
	 休館の場合は休止）
場　所：	北部文化福祉会館
問合せ：	地域包括支援センター
	 電話 0467-72 -1294

北部文化福祉会館で週１回
地域包括支援センター出

● ●

張相談
　地域福祉推進のために一緒に働きませんか。
詳細は本会ホームページをご覧ください。
契約期間：	2022年1月5日以降で随時
	 （※年度ごとの更新有り）
業務内容：	• 介護予防プランの作成
	 • 独居高齢者訪問相談など
就業日数：	週4日（週29時間）
就業時間：	午前 8 時30分～午後5時15分
	 （内60分は休憩時間）
就業場所：	寒川町地域包括支援センター
	 （寒川町役場1階）
要 資 格：	ケアマネジャー
賃 金 等：	本会規定による、諸手当あり
＜応募方法＞
　履歴書と資格証の写しを持参又は郵送して
ください。（郵送先は 1面）
※面接日時は応募者に追ってご連絡します。

求人！　非常勤職員募集！！
ケアマネジャー

ご参加ください　ご利用ください　催し物・相談等のご案内です
～紙面に掲載したイベント等は、新型コロナウイルスの影響により、中止や延期となる場合があります～

連絡先の記載が無い場合は、町社協へ　☎︎０４６７（７４）７６２１　平日 午前8時30分〜午後5時15分

ご利用ください

ご利用ください

対象者：	町内在住で歩行困難な方
利用料：	無料
申込み：	電話か直接窓口で
貸出期間：1日～1ヶ月
※車いすは台数と内容（自走式、介助式）に限

りがあるため、ご希望に添えないことがあり
ます。なお、車いすを指定してのご利用はで
きません

　例えばこんな時、一時的に利用されています。
　• 足を骨折してしまい、通院のために
　• 電動車いすの修理が終わるまでの間
　• 田舎から高齢の親が泊りにくるので
　• 今日だけ借りてドライブに行きたいので
　例えばこんな時は、貸し出しをお断りするこ
　とがあります。
　• 無料だから、1ヶ月ごと貸し出しと返却を
　　繰り返して、長期に利用したい場合
　• ケアマネジャーがついている場合
　• 1ヶ月以上の利用を希望される場合
　• 常時、車いすが必要な場合

→このような場合には、介護保険の申請や
障がい福祉のサービスの利用など、制度
による車いすレンタルをご検討ください。

※ご不明な点は町社協へお問合せください。

一時的に使いたい、急に必要になった
車いすの貸し出し

対象となる世帯は…
高　齢　者	 生計中心者の町民税が 5万円以
		  下の世帯
障がい児者	 身体障害者手帳または療育手帳
		  の交付を受けている世帯
※申請には必要書類等がありますので詳細は

お問合せください。
※ 3月の申請月には令和 3年4月～令和4年3

月分までのおむつ購入時のレシート、料領
収書の受付が可能です。まだ申請されてい
ない方はお持ちください。
4月になりますと年度が変わり受付できませ
んのでご注意ください。

高齢者、障がい児者を
ご自宅で介護されている世帯の方へ
紙おむつ代の助成は
1月・３月が申請月です

日 程 · カリキュラム

受講申込書

日程：全４日間 (23時間)　定員：２０名　受講料：無料
会場：寒川町健康管理センター(寒川町宮山４０１番地)

※(個人情報の取り扱いについて)本研修の目的達成以外には個人情報は活用いたしません。
※１月２５日(火)までに受講の可否をお知らせいたします。
　ご連絡がない場合は必ずお問い合わせください。

 １月31日(月)
9:00 ～ 16:25

オリエンテーション、介護に関する基礎知識、介護の基本
基本的な介護の方法①

 ２月 1 日(火)
9:30 ～ 16:30 認知症の理解、基本的な介護の方法②

 ２月７日(月)
9:30 ～ 16:40

認知症の理解、基本的な介護の方法②
介護における安全確保

 ２月 8 日(火)
10:00 ～ 16:25

基本的な介護の方法、ボランティアセンターについて、
障がいの理解、振り返り、就労支援ガイダンス、修了式

フ リ ガ ナ

性　別 男 · 女氏 　 　 名

生 年 月日 年　齢

住　　所
〒

連 絡 先
電話番号 　　　　　　　　（　　　　　　　）

現 在 の
状 　 況

就業中 · 無職 · その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

就業中の方　業種(　　　　　　　　　　)　勤務形態(　　　　　　　　　　)
応募のきっかけ

感染症への取り組み
研修実施にあたり感染症拡大防止対策として、次の事項を受講される方にもご協力をお願いしています。

〇研修日毎に健康チェック表を記入し提出 (検温や体調確認等)
〇マスクの着用
〇感染拡大防止の必要に応じて、氏名、連絡先を保健所等の公的機関へ提出

□感染症への取り組み内容を確認しました。( □にチェックを入れてください。)

第172号

社　協
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社　協
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「
お
ば
の
耳
に
な
る
」 

一
之
宮
小
学
校
　
六
年

小
島 

由
楽

　

夏
休
み
に
お
ば
と
買
い
物
に
出
か
け
ま
し

た
。
そ
こ
で
店
員
さ
ん
が
後
ろ
か
ら
何
か
お

ば
に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
に

気
付
か
な
い
お
ば
と
店
員
さ
ん
の
不
思
議
そ

う
な
顔
。
私
は
あ
っ
と
心
の
中
で
叫
び
、
す

ぐ
お
ば
に
か
け
寄
り
マ
ス
ク
を
外
し
て
今
の

出
来
事
を
伝
え
ま
し
た
。
お
ば
は
生
ま
れ
つ

き
耳
が
不
自
由
で
す
。
普
段
補
聴
器
を
使
っ

て
い
ま
す
が
、
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る

と
全
く
気
付
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
お
ば
は
相

手
が
何
を
話
し
て
い
る
か
口
の
形
を
見
る
と

わ
か
る
の
で
す
。
最
初
私
も
簡
単
に
わ
か
る

の
で
は
と
思
い
、
母
に
声
を
出
さ
ず
「
あ
」

と
「
か
」、「
い
」
と
「
き
」
の
口
の
形
を
表

現
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
同
じ

に
見
え
て
全
く
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
マ
ス
ク
生
活
が
当
た
り
前
の
世
の
中
で

す
。そ
の
為
、会
社
で
の
お
ば
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
ほ
ぼ
筆
談
だ
そ
う
で
す
。
お
ば
は
、

「
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
、
以
前
の
よ
う
に

マ
ス
ク
な
し
で
み
ん
な
と
話
し
た
い
な
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

周
り
の
人
の
声
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
聞
い
て

生
活
し
て
い
る
為
、
話
す
こ
と
が
難
し
い
、
練

習
が
必
要
、等
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
お
ば
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
聞
こ
え
な
い

の
で
、
ど
の
よ
う
に
声
を
出
す
か
、
発
音
か
ら

勉
強
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
お
陰
で
お
ば
は

発
音
も
き
れ
い
で
話
し
が
上
手
で
す
。
私
は
勉

強
す
る
だ
け
で
も
大
変
な
の
に
私
の
何
倍
、
何

十
倍
、
何
百
倍
も
努
力
し
て
き
た
お
ば
を
私
は

と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
私
は
幼
い
頃
、
お

ば
は
聞
こ
え
な
く
て
可
哀
想
、
口
の
形
が
わ
か

る
よ
う
に
話
す
な
ん
て
大
変
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
今
は
“
聞
こ
え
な
い
こ
と
は
不
自

由
だ
け
ど
不
幸
で
は
な
い
”
と
い
う
お
ば
の
言

葉
を
聞
き
、大
好
き
な
お
ば
が
少
し
で
も
楽
に
、

楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う

手
伝
お
う
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
笑
顔
で
元
気

な
お
ば
。
一
緒
に
出
か
け
た
時
は
私
が
お
ば
の

耳
に
な
ろ
う
。そ
う
強
く
思
っ
た
一
日
で
し
た
。

中
学
生
の
部

「
日
常
に
あ
る

　
小
さ
な
優
し
さ
」 

旭
が
丘
中
学
校
　
三
年

永
野 

咲
智

　

福
祉
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
私
は
最
近
福
祉

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
あ
り
、
福
祉
と
は

日
常
に
あ
ふ
れ
て
い
る
小
さ
な
優
し
さ
の
こ

と
で
は
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
は
私
の
祖
父
に
つ
い
て
で

す
。
私
の
祖
父
は
私
が
小
学
校
の
時
か
ら
足

が
悪
く
、
杖
を
つ
い
て
歩
く
の
が
や
っ
と
…

と
い
う
状
態
で
し
た
。
し
か
し
最
近
年
齢
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
足
が
悪
化
し
て
し
ま
い

杖
で
歩
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
家
で
の
移
動
は
祖
母
が

車
イ
ス
を
お
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
祖
母
は
毎
日
そ
う
じ
洗
濯
な
ど
の
家
事
を

こ
な
し
な
が
ら
糖
尿
病
で
も
あ
る
祖
父
の
た

め
健
康
的
な
食
事
を
考
え
、
そ
し
て
足
の
不

自
由
な
祖
父
を
車
イ
ス
で
ト
イ
レ
へ
連
れ
て

い
っ
た
り
、
お
風
呂
へ
入
れ
た
り
…
と
い
っ

た
か
な
り
の
重
労
働
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

う
え
私
の
祖
父
は
身
長
が
大
き
く
体
も
し
っ

か
り
と
し
て
い
る
の
で
何
か
の
拍
子
で
イ
ス

か
ら
落
ち
地
面
に
尻
も
ち
を
つ
い
て
し
ま
う

と
祖
母
の
力
で
は
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
私
は
母
・
父
と
祖
父
母
の
二
世
帯
で
暮

　

今
年
は
2
年
ぶ
り
に
「
寒
川
町
福
祉
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
、
た
く
さ
ん
の
作
文
を
ご

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
1
6
1

編
、
中
学
生
の
部
1
9
5
編
の
応
募
作
品
か
ら
、

小
学
生
の
部
10
編
、
中
学
生
の
部
10
編
を
優
秀

作
品
と
し
て
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
、「
福
祉
作
文

集
」
と
し
て
ま
と
め
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

に
て
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く

の
方
に
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
本

広
報
紙
に
て
、
一
部
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
優
秀
作
品
の
中
か
ら
数
編
を「
第
44

回
神
奈
川
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
応
募
総

数
5
，6
6
6
編
）」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
4
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
生
の
部

　
優
秀
賞

一
之
宮
小
学
校　

六
年　

小
島 

由
楽
さ
ん

「
お
ば
の
耳
に
な
る
」

中
学
生
の
部

　
優
秀
賞

旭
が
丘
中
学
校　

三
年　

永
野 

咲
智
さ
ん

「
日
常
に
あ
る
小
さ
な
優
し
さ
」

旭
が
丘
中
学
校　

三
年　

小
柳 

隼
翔
さ
ん

「
共
に
生
き
る
社
会
」

　
準
優
秀
賞

旭
が
丘
中
学
校　

三
年　

三
浦 

一
太
さ
ん

「
ダ
ウ
ン
症
と
支
え
」

小
学
生
の
部

「
気
づ
く
こ
と
」 

一
之
宮
小
学
校
　
四
年

鎌
田 

雛
妃

　

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
目
は
見
え
る

け
れ
ど
、
見
え
る
は
ん
い
が
せ
ま
い
し
ょ
う

が
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

暗
い
所
で
見
え
に
く
か
っ
た
り
、
だ
ん
さ

や
電
柱
に
気
づ
か
ず
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
こ

ろ
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

人
や
自
転
車
が
前
を
横
切
る
と
、
見
え
る
は

ん
い
が
せ
ま
い
の
で
、
急
に
目
の
前
に
あ
ら

わ
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
お
ど
ろ
い
た
り
、
ぶ

つ
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

見
た
目
に
は
わ
か
り
に
く
く
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
で
、
日
常
生
活
で
こ
ま
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

公
園
に
行
っ
た
と
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
わ

た
し
を
み
う
し
な
わ
な
い
よ
う
に
、
す
べ
り

台
や
ブ
ラ
ン
コ
に
い
ど
う
す
る
た
び
に
、「
こ

こ
だ
よ
、
こ
っ
ち
に
行
く
よ
」
と
自
分
の
い

場
所
を
教
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

人
ご
み
を
歩
く
と
き
は
、
手
を
つ
な
い
で
、

人
や
物
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し

が
ま
わ
り
を
よ
く
見
て
歩
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
。
と
て

も
た
す
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
し
ょ
う
が

い
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
助
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ぱ
っ
と
見
て
分
か
ら

な
い
病
気
や
し
ょ
う
が
い
を
も
っ
て
い
る
人

を
、
お
な
じ
よ
う
に
助
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
考
え
ま
し
た
。

　

町
を
あ
る
い
て
い
る
と
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
人
を

見
か
け
ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る

人
は
、
助
け
が
必
要
な
こ
と
を
周
り
が
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
わ
た
し
は
見
た
目
で

わ
か
ら
な
く
て
も
こ
う
い
う
マ
ー
ク
を
見
つ

け
て
、
助
け
が
必
要
な
人
に
気
づ
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

福
祉
作
文
に
つ
い
て

第172号

社　協

第172号

社　協

11 10



ら
し
て
い
る
の
で
祖
父
が
転
倒
し
て
し
ま
っ

た
時
は
父
が
助
け
て
い
る
の
で
す
が
父
で
も

や
っ
と
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な

あ
る
日
、
私
が
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
一
階

か
ら
私
を
呼
ぶ
声
が
し
、
行
っ
て
み
る
と
祖

父
が
床
に
尻
も
ち
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。
車

イ
ス
か
ら
ベ
ッ
ト
に
う
つ
る
際
に
す
べ
っ
て

落
ち
て
し
ま
っ
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
日
父
は
仕
事
で
家
に
い
る
の
は
私
と
祖
母

だ
け
で
し
た
。
二
人
で
根
気
強
く
祖
父
を
起

こ
そ
う
と
し
た
の
で
す
が
難
し
く
、
少
し
も

持
ち
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
祖

父
を
助
け
ら
れ
る
の
は
私
た
ち
だ
け
で
し
た

し
、
祖
母
も
無
理
に
負
担
が
か
か
る
と
腰
を

痛
め
て
し
ま
う
か
ら
私
が
な
ん
と
か
し
な

き
ゃ
、
そ
う
思
っ
て
近
所
の
人
に
助
け
を
求

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
い
き
な
り
で
申

し
訳
な
か
っ
た
の
で
す
が
事
情
を
説
明
す
る

と
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
家
ま
で
来
て
く
れ
、
祖

父
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
に
も
「
困
っ

た
時
は
ま
た
い
つ
で
も
お
い
で
ね
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
今
考
え
て
み

る
と
、
近
所
の
人
が
し
て
く
れ
た
よ
う
な
相

手
の
た
め
に
何
か
す
る
、
と
い
う
小
さ
な
優

し
さ
こ
そ
福
祉
と
い
う
の
で
は
な
い
か
な
と

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
困
っ
た
時
は
お
互
い
に

助
け
合
う
社
会
の
姿
や
、
相
手
を
想
う
思
い

や
り
の
心
も
福
祉
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
私
の
家
に
お
き
か
え
て
み
る
と
祖
母
が

様
々
な
家
事
や
介
護
に
追
わ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
切
な
家
族
と
少
し
で
も
長

く
過
ご
し
た
い
か
ら
、
そ
し
て
祖
母
に
も
幸

せ
を
感
じ
て
ほ
し
い
か
ら
と
い
う
想
い
か
ら

施
設
に
は
入
れ
ず
に
家
で
介
護
し
て
い
る
の

も
「
愛
」
で
あ
り
「
思
い
や
り
」
で
あ
り
「
福

祉
」
で
あ
る
、
そ
う
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今

は
訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
た
く
さ
ん
の
介
護

の
仕
組
み
が
あ
り
、
日
帰
り
の
も
の
か
ら
一

時
的
に
寝
泊
ま
り
す
る
も
の
ま
で
多
く
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
家
庭
に
よ
っ

て
、
場
合
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
分
け

ら
れ
る
の
で
介
護
を
受
け
る
人
だ
け
で
な
く
、

介
護
を
行
う
家
族
の
負
担
も
和
ら
げ
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
私
の
家
も
実
際
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い

う
日
帰
り
で
生
活
支
援
や
訓
練
に
週
に
数
回

行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
祖
母
の
負
担
が
軽

く
な
り
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
も
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と

か
ら
近
年
の
介
護
の
発
展
を
感
じ
る
し
、
社

会
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
て
い
る
仕
組
み
が

素
晴
ら
し
い
と
も
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
助
け
る
」「
助
け
ら
れ
る
」
と

い
う
関
係
だ
け
で
な
く
優
し
く
し
て
も
ら
っ
た

人
は
他
の
人
に
優
し
く
し
て
、
そ
の
優
し
く
し

て
も
ら
っ
た
人
は
ま
た
別
の
人
に
優
し
く
し
て

い
く
。
そ
ん
な
風
に
優
し
さ
で
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
っ
た
ら
私
た
ち
の
生
き
る
社
会
は
も
っ
と
豊

か
で
よ
り
よ
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
別
に
大
き
な
こ
と
で

な
く
て
も
友
達
に
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
を
他
の
友
達
に
も
し
て
あ
げ
る
、と
か
。

そ
う
い
っ
た
身
近
に
あ
る
小
さ
な
優
し
さ
こ
そ

が
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
「
福
祉
」
で
あ
る
と

私
は
思
い
ま
す
。

「
共
に
生
き
る
社
会
」 

旭
が
丘
中
学
校
　
三
年

小
柳 

隼
翔

　

北
海
道
に
住
む
私
の
祖
母
は
、
九
十
歳
を
過

ぎ
て
も
気
丈
に
一
人
暮
ら
し
を
続
け
て
い
た
。

し
か
し
、
足
の
骨
折
を
機
に
入
院
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
お
見
舞
い
も
兼
ね
、

夏
休
み
に
家
族
で
帰
省
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
沢
山
の
患
者
さ
ん
が
入
院
し

て
い
る
病
院
に
行
っ
た
こ
と
し
か
な
く
、
点

滴
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
人
や
、
車
椅
子

を
押
し
て
も
ら
っ
て
移
動
す
る
人
等
、
初
め

て
目
に
す
る
光
景
に
、
違
う
世
界
に
来
た
様

な
不
安
や
緊
張
を
覚
え
た
。

　

病
室
に
入
る
と
「
遠
い
の
に
来
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ね
。」
と
、
祖
母
の
明
る
い
元
気
な

笑
顔
が
迎
え
て
く
れ
た
。
同
時
に
自
分
の
世
界

に
戻
れ
た
様
で
ほ
っ
と
し
た
。
祖
母
が
骨
折
し

た
経
緯
を
話
し
て
い
る
そ
の
向
か
い
の
ベ
ッ
ト

で
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
食
事
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。
自
力
で
ス
プ
ー
ン
に
に
ん
じ

ん
を
一
個
乗
せ
よ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
が
な
か

な
か
乗
ら
な
い
。
や
っ
と
乗
せ
た
も
の
の
、
今

度
は
ゆ
ら
ゆ
ら
し
た
手
つ
き
で
口
に
運
ぼ
う
と

し
て
い
る
。
水
平
に
な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
何

度
か
皿
に
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
。
ま
た
初
め

か
ら
や
り
直
し
だ
。
そ
し
て
何
度
か
挑
戦
し
、

や
っ
と
に
ん
じ
ん
は
口
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

私
は
そ
の
時
、
心
の
中
で
「
や
っ
た
。」
と
拍

手
を
送
っ
た
。
祖
母
も
「
今
日
は
二
個
も
成
功

し
た
の
か
い
。
頑
張
っ
た
ね
。」
と
声
を
か
け
、

側
で
見
守
っ
て
い
た
看
護
師
さ
ん
も
「
お
い
し

い
で
す
か
。」
と
尋
ね
て
い
る
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
満
足
そ
う
に
う
な
ず
き
、
病
室
は
笑
顔
で

満
ち
て
い
た
。
し
か
し
私
は
、
側
に
看
護
師
さ

ん
が
い
る
の
に
、
こ
ん
な
に
時
間
を
要
し
て

た
っ
た
二
個
だ
け
な
の
に
、
何
で
食
べ
さ
せ
て

あ
げ
な
い
の
だ
ろ
う
。
と
か
わ
い
そ
う
に
思
う

と
共
に
、
そ
の
看
護
師
さ
ん
に
強
い
不
満
の
念

を
抱
い
た
。

　

そ
の
日
の
午
後
、
祖
母
は
リ
ハ
ビ
リ
の
為
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
し
た
。
デ
イ
ル
ー
ム

ま
で
、
私
が
祖
母
を
乗
せ
た
車
椅
子
を
押
し

た
。
母
か
ら
は
「
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
。」
と
言

わ
れ
た
が
、
慣
れ
て
き
た
私
は
、
い
つ
も
の

自
分
の
歩
行
ペ
ー
ス
で
車
椅
子
を
押
し
た
。

デ
イ
に
着
く
と
、
介
護
士
さ
ん
と
交
替
し
た
。

祖
母
の
目
線
ま
で
腰
を
下
ろ
し
、
笑
顔
で
話

し
か
け
な
が
ら
、
落
ち
か
け
そ
う
に
な
っ
た

足
を
す
ぐ
に
直
し
た
。
ま
た
、
入
り
口
に
さ

し
か
か
る
と
、
肘
乗
せ
か
ら
は
み
出
し
た
肘

を
し
ま
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
席

ま
で
案
内
し
た
。
私
は
そ
の
姿
を
見
て
衝
撃

を
受
け
た
。
私
に
は
祖
母
に
対
す
る
配
慮
が

全
く
足
り
て
い
ず
、
骨
折
を
し
た
祖
母
に
と
っ

て
、
足
を
乗
せ
る
ペ
ダ
ル
か
ら
足
が
落
ち
る

こ
と
や
、
肘
を
ド
ア
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
う
こ

と
は
、
さ
ら
な
る
怪
我
に
繋
が
る
危
険
が
あ

る
。
ま
た
、
私
の
速
い
ペ
ー
ス
で
車
椅
子
を

押
さ
れ
た
祖
母
は
、
さ
ぞ
か
し
怖
か
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

デ
イ
ル
ー
ム
の
中
を
注
意
深
く
見
て
い
る

と
、
右
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
方
に
は
、
左
側

か
ら
話
し
か
け
た
り
、
自
力
で
車
椅
子
に
着

席
し
て
い
ら
れ
な
い
方
に
は
、
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
の
車
椅
子
を
使
い
、
安
楽
枕
を
使
用
し

て
、
身
体
の
同
一
部
分
が
圧
迫
を
受
け
な
い

様
に
し
て
い
る
こ
と
を
介
護
士
さ
ん
が
教
え

て
く
れ
た
。
一
人
一
人
の
お
年
寄
り
に
合
わ

せ
た
介
護
と
ケ
ア
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に

深
く
感
銘
を
受
け
た
。

　

帰
り
の
車
の
中
で
、
今
日
、
祖
母
の
病
室

で
見
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
話
す
と
「
何

で
も
や
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
良
い
看
護
で
は

な
い
の
よ
。
患
者
さ
ん
の
残
さ
れ
た
機
能
が

衰
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
大
切
な
こ

と
だ
し
、
何
よ
り
も
自
分
の
好
き
な
物
を
自

分
で
食
べ
た
ほ
う
が
お
い
し
い
で
し
ょ
。」
と

医
療
者
で
あ
る
母
は
、
私
に
言
っ
た
。

　

今
回
の
経
験
を
通
し
て
、
お
年
寄
り
を
自
分

の
秤
で
秤
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
相
手
を
知

ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
か
さ
れ

た
。
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
そ
の
豊
か
な
人
生

経
験
や
知
恵
を
教
え
て
く
れ
る
存
在
だ
と
言
う

事
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こんにちは、
地域包括支援センターです

高齢者のための相談窓口です

寒川町地域包括支援センター（町役場１階）
電話 ０４６７（７２）1294　平日 ８時３０分～17時１５分  
ＦＡＸ ０４６７（７２）5552
メール houkatu@t-samukawa.or.jp

　「認知症を予防するにはどうしたらいいか？」
とよく問われます。予防法は研究段階であり、ま
だ確立されていないのが現状です。ただ、日々
認知症の方と接してきて思うことはあります。そ
れは、孤独にすること、つらい思いをすることが
認知症を進行させるということです。孤独になり、
つらい思いをすることから逃げるために認知症に
なるのだとしたら、予防法はその逆をしていくこ

となのかもしれません。コグニサイズという認知
症予防体操があります。計算をしながら足踏み
をする等、頭と身体を一緒に使う体操なのです
が、大切なことは複数人で集まって一緒に行い、
楽しく、失敗してもそれを笑い合うことといいます。
まずは、笑顔が一番。皆様の一年が笑顔多く
ありますように。

認知症地域支援推進員　桜井愛美

☆認知症の予防について☆

　地域のために活動している方々が打ち
合わせや作業、休憩をしていただけるス
ペースです。毎日開放していますので、
ぜひご利用ください。

地域活動応援ルーム開放中

ボランティアセンターから
こんにちは！

～ボランティアしたい！ 頼みたい！ を応援します〜 

寒川町社協ボランティアセンター
電話 ０４６７（７２）３７２１　 FAX ０４６７（７２）0277 
メール：vc3721@t-samukawa.or.jp
〒253 -0106 寒川町宮山401 町健康管理センター

＜こんなことができます！＞
・コピー（有料）　・作業（文具などの貸し出し可）
・休憩（温かいお飲み物は無料）
・無料 Wi-Fi あります
・情報収集（地域活動関連のチラシを取り揃えて
  います）など

＜開放時間＞
平日（年末年始を除く）
午前１０時～１２時
午後１時～３時

その後の話（前号のあとの話）

　10月下旬から11月上旬で情報交換会
を開催し、参加された方からたくさんの
熱い思い、アイディア、ご縁をいただきま
した。また、町社協には食料品のご寄付
のご縁が増えています。寒川町の中で支
え合う「食の支援拠点」、その具体的な
運営イメージが徐々に固まってきました。
名称（案）は「フードバンク寒川」かな。

★寒川町に
　フードバンクをつくろう♪ 　じわじわと、配布数が増えています。このマッ

プを手にした方が、自分にとって身近な公園を知
り、利用する。公園でちょっとした体操の時間を
始めてみる等、寒川町の魅力発見の１つになれ
ば嬉しいです。体操を一緒に盛り上げていただ
くために、寒川町健康運動ボランティアや寒川
町シニアクラブ連合会ご相談中です。名称（案）
は「始めよう！身近な公園で体操習慣」かな。
※マップは町社協・町役場・高齢介護課で配布中です。

★公園・緑地・緑道マップ

The later story

編集後記
　新年、明けましてお
めでとうございます。本
年も、皆様に読んでい
ただけるような広報紙
の作成に努めて参りま
すので、どうぞよろしく
お願いいたします。
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